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A relatively high precision and high resolution spatial distribution of the PM2.5 in the south part of the 
Okayama prefecture, Japan was estimated by the Universal Kriging method and the FOSS4G GIS softwares. 
The observation data of the PM2.5 were obtained from the Environmental data service site of the Okayama 
prefecture. The geospatial open data about the research field that used in the research were served by the 
government research institutes. The spatial analysis were executed by the R (R core team, 2014) and its spatial 
libraries, maptools (Bivand and Lewin-Koh, 2014), rgdal (Bivand, Keitt and Rowlingson, 2014) and gstat 
(Pebesma, 2014). The geospatial representation and qualitative analysis of the estimated distribution were 
performed by the QGIS (QGIS Development Team, 2014) and the Google earth (Google, 2014). The time 
variant of the PM2.5 concentration by the each observatories in the area were show some cross correlation 
factor to the SPM10 concentration data. The estimated PM2.5 distribution seems to show that the relatively 
tight relation to the geospatial factors in the research area. The estimation of a time variant change of the 
PM2.5 distribution will be required of the further research.. 
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I. はじめに 



















粒径と大気中濃度から大気品質指数（AQI: Air Quality 
Index）を設定し，Web サイト“AIRNow”を通じて健康
被害発生に関する注意喚起を行っている。我が国では




いる。有機性の PM2.5 は揮発性有機化合物（Volatite 
Organic Compound, VOC）が何らかの反応によって一
次有機エアロゾル（Primary Organic Aerosol, POA）や














ンタ （ー2014）では PM2.5 の二次生成粒子の挙動解明
に関する文献の調査が報告されている。この報告では
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1. SPM10 および PM2.5 の濃度観測データ取得 
岡山県南部に設置されている SPM の観測ステーシ
ョンは 36 個所である。これらのうち SPM10 と PM2.5
の観測を行っているステーションは 15 個所である。





















 岡山県南部における PM2.5 の高精度高解像度空間分布推定 3 
ウンロードサービス」から提供されている JPGIS
（XML）コンバータKsjTool（国土交通省国土政策局，
2012）を使用して SHAPE 形式に変換した。SHAPE 形
式のファイル操作は FOSS4G（植村哲士，2011）の一




SPM10 と PM2.5 の時系列空間濃度変化の相互相関
解析には R（R Core Team, 2014）を使用した。PM2.5
の濃度分布推定には普遍クリギング法を用いた。空間
統計解析には R と空間統計ライブラリ maptools
（Bivand and Lewin-Koh, 2014），rgdal（Bivand, Keitt and 
Rowlingson, 2014），gstat（Pebesma, 2014）を使用した。
これらのライブラリのうち rgdal は FOSS4G ソフトウ
ェアである GDAL（GDAL, 2014）の R バージョンで
ある。SPM10 と PM2.5 の空間濃度測定データは QGIS
（QGIS Development Team, 2014）を使い投影法を平面
直角座標系第 V 系（平成十四年国土交通省告示第九
号）に変換して空間統計解析に用いた。クリギングに
より推定した PM2.5 の推定分布は，R でデータ形式






の行政境界と海岸線を図 1 に示す。 
 
図 1. 研究対象地域と観測ステーション 
 
緑色の矩形は研究対象地域を表し，桜色の十字シン





本研究で得られた SPMI0 と PM2.5 の相互相関解析
結果について考察する。監視センターに関する相互相
関関数（Correlogram）を図 2 に示す。 
 

















定を図 3 に示す。 
 
図 3. PM2.5 の観測地のみから推定した分布 
 















定を図 4 に示す。 
 




は 3km 前後と考えられる。この解像度であれば数 km
前後で変化する地形や幹線道路などの地表構造物と
の比較が可能であると考えられた。普遍クリギング法





の空間分布推定図を Google earth で表示した図 5 を示
す。 
 































と PM2.5 の濃度変動におけるラグタイムが 0 以外の
値を示す，すなわち SPM10 と PM2.5 の濃度変動特性
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